
JP 2019-510069 A5 2020.4.9

10

20

30

40

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月9日(2020.4.9)

【公表番号】特表2019-510069(P2019-510069A)
【公表日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-014
【出願番号】特願2018-551785(P2018-551785)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/404    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5025   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/416    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/655    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/423    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/428    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  209/34     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  209/38     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/36     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４０　
   Ｃ０７Ｄ  403/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  417/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/404    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5025   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/416    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/655    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/423    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/428    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月18日(2020.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロ
ゲン、ＣＮ、ＣＦ３、－ＯＣＨ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ
（アリール）、－Ｏ（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、
－ＮＨＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯ
ＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アル
キル）ＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２

、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シ
クロアルキル、及びＣ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　式（ＩＩ）：
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【化２】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロゲン、
ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリール）、－Ｏ
（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－
ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１

－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮ（Ｃ１

－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ

１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロアルキル、及び
Ｃ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれ、
Ｒ１２は、置換又は非置換Ｃ１－６アルキルである）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項３】
　式（ＩＩＩ）：
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【化３】

（式中、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロゲン、
ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリール）、－Ｏ
（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－
ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１

－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮ（Ｃ１

－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ

１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロアルキル、及び
Ｃ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれ、
Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立して、置換又は非置換Ｃ１－６アルキルである）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項４】
　式（ＩＶ－Ａ）、式（ＩＶ－Ｂ）、式（ＩＶ－Ｃ）、又は式（ＩＶ－Ｄ）：
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【化４】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、－ＯＣＨ３、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ
、ハロゲン、ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリ
ール）、－Ｏ（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨ
ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６ア
ルキル）、－ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２

、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）
ＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－Ｓ
Ｏ２ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロア
ルキル、及びＣ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
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で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項５】
　式（ＩＶ－１５）、式（ＩＶ－１６）、式（ＩＶ－１７）、又は式（ＩＶ－１８）：
【化５】

で表される、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　式（Ｖ）：
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【化６】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、－ＯＣＨ３、Ｈ、Ｄ、Ｆ
、Ｃｌ、ハロゲン、ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ
（アリール）、－Ｏ（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、
－ＮＨＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯ
ＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アル
キル）ＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２

、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シ
クロアルキル、及びＣ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項７】
　式（Ｖ－１９）：
【化７】

で表される、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　式（ＶＩ）：
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【化８】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロゲン、
ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリール）、－Ｏ
（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－
ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１

－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮ（Ｃ１

－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ

１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロアルキル、及び
Ｃ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項９】
　式（ＶＩ－２０）：
【化９】

で表される、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
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　式（ＶＩＩ）：
【化１０】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ-２、－ＮＨ２、及び
－ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｇは、

【化１１】

からなる群より選ばれる）
で表される、化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物。
【請求項１１】
　前記Ｇは、
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【化１２】

からなる群より選ばれる、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　式（ＶＩＩ－２０）、式（ＶＩＩ－２１）、式（ＶＩＩ－２２）、式（ＶＩＩ－２３）
、又は式（ＶＩＩ－２４）：
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【化１３】

で表される、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１３】
　前記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ及びＣｌからなる群より選
ばれる、請求項１、２、３、４、６、８、及び１０のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１４】
　前記Ｒ１及びＲ４はＣｌであり、前記Ｒ２及びＲ３はＨである、請求項１、２、３、４
、６、８、及び１０のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１５】
　前記Ａは－ＯＨである、請求項１、２、４、６、８、及び１０のいずれか１項に記載の
化合物。
【請求項１６】
　前記Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１はＨである、請求項１、２、３、４、６、及び８のいず
れか１項に記載の化合物。
【請求項１７】
　前記Ｒ９はＨ又は－ＯＣＨ３である、請求項１、４、及び６のいずれか１項に記載の化
合物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物と、医薬的に許容し得る担体又は医薬的
に許容し得る賦形剤とを含む、医薬組成物。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物と、少なくとも１種の追加の医薬的活性
剤とを含む、医薬組成物。
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【請求項２０】
　癌の治療用薬剤の製造における、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物の使用
。
【請求項２１】
　腫瘍細胞を殺傷する又は腫瘍細胞の増殖を阻害する薬剤の製造における、請求項１～１
７のいずれか１項に記載の化合物の使用。
【請求項２２】
　細胞の増殖を阻害する薬剤の製造における、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化
合物の使用であり、
　前記細胞は、ＥＴＳ遺伝子を過剰発現させるか又はＥＴＳ融合遺伝子を含む、使用。
【請求項２３】
　前記ＥＴＳ遺伝子又はＥＴＳ融合遺伝子は、ＦＬＩ１、ＥＲＧ、ＥＴＶ１、及びＥＴＶ
４からなる群より選ばれる、請求項２２に記載の使用。
【請求項２４】
　前記癌は、ユーイング肉腫、前立腺癌、神経膠芽腫、急性骨髄性白血病、乳癌、頭部及
び頸部癌、黒色腫、非小細胞肺癌、卵巣癌、及び子宮癌からなる群より選ばれる、請求項
２０に記載の使用。
【請求項２５】
　前記腫瘍細胞は癌細胞であり、該癌は、ユーイング肉腫、前立腺癌、神経膠芽腫、急性
骨髄性白血病、乳癌、頭部及び頸部癌、黒色腫、非小細胞肺癌、卵巣癌、及び子宮癌から
なる群より選ばれる、請求項２１に記載の使用。
【請求項２６】
　前記細胞は癌細胞であり、該癌は、ユーイング肉腫、前立腺癌、神経膠芽腫、急性骨髄
性白血病、乳癌、頭部及び頸部癌、黒色腫、非小細胞肺癌、卵巣癌、及び子宮癌からなる
群より選ばれる、請求項２２に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　第２態様の一実施形態では、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、
Ｈ及びＣｌからなる群より選ばれる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　第３態様では、式（ＩＩＩ）：
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【化１４】

（式中、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロゲン、
ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリール）、－Ｏ
（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－
ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１

－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮ（Ｃ１

－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ

１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロアルキル、及び
Ｃ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれ、
Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立して、置換又は非置換Ｃ１－６アルキルである）
で表される化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物が提供
される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　第３態様の一実施形態では、Ｒ１３及びＲ１４は－ＣＨ３である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　第５態様では、式（Ｖ）：
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【化１５】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、－ＯＣＨ３、Ｈ、Ｄ、Ｆ
、Ｃｌ、ハロゲン、ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ
（アリール）、－Ｏ（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、
－ＮＨＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯ
ＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アル
キル）ＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２

、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シ
クロアルキル、及びＣ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
で表される化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物が提供
される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　第６態様において、式（ＶＩ）：
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【化１６】

（式中、
Ａは、－ＯＨ、Ｄ、Ｈ、Ｆ、及び－ＮＨ２からなる群より選ばれ、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＣＦ３、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨ２、及び－
ＯＨからなる群より選ばれ、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１０、及びＲ１１は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、ハロゲン、
ＣＮ、ＣＦ３、Ｃ１－６アルキル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ（アリール）、－Ｏ
（ヘテロアリール）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（Ｃ１

－６アルキル）、－ＮＨＳＯ２（アリール）、－ＮＨＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－
ＮＨＣＯＮ（Ｃ１－６アルキル）２、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮＨ２、－Ｎ（Ｃ１

－６アルキル）ＣＯＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１－６アルキル）ＣＯＮ（Ｃ１

－６アルキル）２、－ＳＯ２（Ｃ１－６アルキル）、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ

１－６アルキル）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２、Ｃ３－８シクロアルキル、及び
Ｃ３－８ヘテロシクロアルキルからなる群より選ばれる）
で表される化合物、又はその立体異性体、医薬的に許容し得る塩もしくは溶媒和物が提供
される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　第７態様の一実施形態では、化合物は、式（ＶＩＩ－１９）、式（ＶＩＩ－２０）、式
（ＶＩＩ－２１）、式（ＶＩＩ－２２）、式（ＶＩＩ－２３）、又は式（ＶＩＩ－２４）
：
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【化１７】

で表される。
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